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密度行列繰り込み群によるベクトルスピン
力イラソティーの計算について

新潟大理 奥西巧一

最近，いろいろな文脈でフラストレートスピン系でのベクトルカイラリティー

が注呂を集めている.ここではじ(1)対称軸方向のカイラリティー
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を考えるが，これは，量子性を強調してスピンカレントとよばれることもしばし

ばである.一方，ジグザグ鎖はフラストレーションを含む最も基本的なスピン系

であるが，カイラノレ秩序も予想、されており内包する物理の豊富さが改めて認識さ

れているところであろう.これまで，ジグザグXY鎖においてボソン化と平均場

近似を組み合わせてカイラル秩序が予想され，さらにDM豆G法などによる相関

関数の長距離の振舞の解析により，その存在が確認されている.また，ジグザグ

ハイゼンベルク鎖においても，議場中でカイラル秩序が現われるという指摘がな

され，これも相関関数の長距離の振舞の解析により，一応確認されている.しか

し，カイラリティー期待値の直接数値計算は難しく，秩序変数そのものの振舞の

理解は現状では片手落の状態できちると考えられる.これは，カイラリティー演算

子自体が純度数の行列要素を持つ量で、あるため，通常の数植計算で寄られる実ベ

クトノレ表記の波重力関数では，その期待値辻必ずゼロになるからである.カイラリ

ティー秩序をスピンカレントの秩序化とし寸立場から見れば，ジョセフソン流と

のアナロジーから各サイトのスピンの位相間に位相差が存在することが予想、され

る，これはスピンの思転免に相当するから，スピン回転に相当するユニタリ一変

換により 1体カイラリティー期待値の計算が可能になる可能性がある.

ここでは，ジグザグスピン鎖に対してスピ

ン一つおきのZ軸まわりのτ/2回転に相当する O'l
ユニタリ一変換を施すニとで，カイラリティー μl n f 
の1体期待値を計算し，カイラル秩序の直接検 ~ _4 

証をすることに成功した.具鉢的には，ジグザ 0.0守
グXY鎖のカイラル栴についての相転移がZ2 ~ ち/∞1
対称性に起因してイジングクラスに属すること [〆 a 〆〆r

の検証を行しい可、， さらに，カイラlルレ秩序までで、含め q官jIe 且一
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たジグサザeグハイゼゼ、ンベlルレク鎖の磁気桔図を完全

に決定することが出来た.
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